
よみが免れ手賀箔

15昭/Q

15昭/Q

千葉県湖沼水質保全計画
による年平均目標COD値

平成12年8月、月平均COD値 8.7昭/Q
探水場所 :手賀沼公園沖

平成13年8月、月平均COD値
採水場所.手賀沼公園沖

市
で
は
、
だ
れ
も
が
安
全
で
快
適
に
駅
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
「
人

に
や
さ
し
い
駅
」
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
天
王
台
駅
北

口
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

J
R
東
日
本
は
、
我
孫
子
駅
と
天
王
台
駅
の
ホ
l
ム
ヘ
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
市
は
、
新
木
駅
で
南
口
か
ら

ホ
l
ム
へ
の
跨
線
橋
を
設
置
し
ま
す
。利

用
者
が
多
い
駅
で
す
。
そ
こ
で
市

は
、
我
孫
子
駅
南
口
、
階
段
が
最
も

長
い
湖
北
駅
南
口
(
写
真
)
に
続
い

て
、
天
王
台
駅
北
口
に
口
升
降
設
備
を

天
王
台
駅
北
口
に
昇
降
設
備

天
王
台
駅
は
我
孫
子
駅
に
次
い
で

. 北口新設エレベーター (市施工)

亡コ 北口新設エスカレーター (市施工)

Eコ 新設エスカレーター (J R施工)

天王台駅エレベーター・ エスカレーター設置図

( 北口駅前広場)

我孫子
~ 

南口駅前広場)

タ
一f
li
t
、、

レ
の
カ

定
ス

度
予
工

年
成
口

来
完
南今年3月に完成した湖北駅南口の

エレベーター・エスカレーター

推
仙
し
ま
す。

設
位
す
る
の
は
、
車
イ
ス
対
応
型

の
日
人
乗
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
各
1
器
で
す
(
予
鉾

額
約
9
4
0
0
万
円
)
。
完
成
は
ロ

月
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
視
党
に
障
害
の
あ
る
方
が

安
全
に
駅
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
点

字
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
の
取
り
付
け
や
音

声
誘
導
装
世
の
附
設
も
行
い
ま
す
。

な
お
、

天
王
台
駅
南
口
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
に
実
施
設
計
を
行
い
、

来
年
度
に
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

我
孫
子
駅
北
口
は
、
平
成
同
年
度

に
実
施
設
計
、
同
年
度
に
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

我
孫
子
駅
・

天
王
台
駅

ホ
ー
ム
階
島
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

駅
ホ
l
ム
の
階
段
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
は
J
R
が
設
位
し
ま
す
。

今
回
の
盤
側
で
、
我
孫
子
駅
と
天

王
台
駅
の
す
べ
て
の
ホ
l
ム
階
段
に

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
湖
北
駅
と
布
佐
駅
の
ホ
ー

ム
に
も
早
期
に
整
備
さ
れ
る
よ
う
、

今
後
も
J
R
に
要
望
し
て
い
き
ま
す

0

0
我
孫
子
駅

設
置
個
所

常

鍛
線
(
緩
行
線

・
千

代
田
線
直
通
)
8
番
線
ホ
ー
ム

設
置
基
数

上
下
各
1
悲

(、っち
、

1
基
は
車
イ
ス
対
応
型
)

工
事
期
間

8
月
初
日
か
ら
は
月
上

旬
ま
で

。
天
王
台
駅

設
置
個
所

常
磐
線
(
緩
行
線

・
千

代
回
線
直
通
)
3
・
4
4命
線
ホ
l
ム

設
置
基
数
上
り
1
基
(
車
イ
ス
対

応
型
)

工
事
期
間

句
ま
で

駅
南
口
か
ら
ホ
l
ム
へ
安
全
に
通
行

で
き
、
ま
た
、
北
側
と
の
往
来
が
自

由
に
で
き
る
施
設
の
挫
怖
が
急
務
で

し
た
。

そ
こ
で
、
本
格
的
な
駅
舎
挫
備
ま

で
の
措
位
と
し
て
、
既
存
の
跨
線
橋

に
接
続
す
る
形
で
南
口
か
ら
の
跨
線

橋
を
整
備
し
ま
す
。

同
時
に
、
利
用
者
を
風
雨
か
ら
守

る
た
め
、
既
存
の
部
分
も
含
め
跨
線

橋
に
は
屋
根
と
外
壁
を
設
位
し
ま
す
。

利
用
可
能
と
な
る
の
は
ほ
月
上
旬

の
予
定
で
す
。

利
用
開
始
後
は
、
J
R
に
よ

っ
て

駅
前
の
待
合
室
と
ト
イ
レ
は
撤
去
さ

れ
、
新
設
の
跨
線
橋
下
部
に
ト
イ
レ

が
新
設
さ
れ
ま
す
。
ホ
ー
ム
に
渡
る

榔
内
踏
切
は
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

ま
た
市
で
は
、
自
転
車
を
利
用
す

る
方
の
た
め
に
、
南
口
駅
前
広
場
東

側
に
駐
輪
場
を
新
設
し
ま
す
。

工
事
中
は
ご
迷
球
事
』
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

交
通
整
備
謀

・
内
線

8
月
初
日
か
ら
日
月
上

新
木
駅
南
口
に
跨
線
橋

新
木
駅
南
口
か
ら
ホ
ー
ム
に
渡
る

跨
線
橋
を
市
で
設
世
し
ま
す

(予村枠

組
約
4
8
0
0万
円
)。

新
木
駅
南
側
は
、
区
画
整
理
の
進

展
に
よ
っ
て
住
宅
が
増
加
し
て
お
り
、

我孫子駅ホームへのエスカレーター設置図

仁二ヨ 新設エスカレーター (JR施工)

~柏 | 山斗札 天王台+

既
設
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

新木駅跨線橋 ・トイレ・駐輪場設置図

..._湖北 口四 布佐+

司

J

つ
d
n
u

駅前広場

口
待合室
トイレ

いませんか?

秋の全国交通安全運動

事故で流す涙は悲 しすぎます

9
月
引
日
(金
)
か
ら
初
日
(
日
)ま

で
の
叩
日
間
、
秋
の
会
国
交
通
安
全

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

あなたのJt¥に信号ムシ

8
月
引
日
現
在
、
川
内

の
交
通
事

故
死
者
数
は
2
5
6人
で
、
全
国
ワ

ー
ス
ト
2
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市

内
で
も、

l
人
の
方
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
耶
故
は

一
瞬
に
し
て
、
幸
せ

な
家
庭
を
不
幸
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
l
ル

を
守
り
、
税
り
合
い
の
気
持
ち
で
、

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所
交
通
整
備

秘

・
内
線
3
3
0、
政
孫
子
幹
祭
若

宮
(
位

)0
1
1
0

みんなの力で と便利に成回線つも

遠回りでも横断歩道や信号機のある場所で。

車を運転する皆さんへ

@わき見運転とスピードの出しすぎ|こ注意! 間もなく行楽シーズン。時
間にゆとりを持って安全運転を。

。シートベルトやチャイルドシートの正しい着用を !
め、着用は正しく。

0ヘッドライトは早めlこ点灯 !
点灯はお早めに。

O違法駐車はみんなが迷惑 ! r少しだけならjと駐車したあなたのクル
マが、大きな事故の原因になることも'.'0

自転車利用の皆さんへ

@歩行者の立場で安全運転を ! 自転車は、クルマやバイクと同じ「車両J
です。歩行者の通行を妨げない運転を。

。夜間の走行はライトを点灯 ! 歩行者やクルマに自分の存在をアピール。

歩行者の皆さんヘ

夜道を歩くときには、明るい色の服装や反射材な

大切な命を守るた

軟は日没が早まります。ヘッドライトの

。明るい色の服装で !
どを身につけて。

O道路を横断するときは



(2) 

備
銀
@
@
句
協

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
斤
主
催

・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
・:
我
孫
子
市
我
孫
子
1
8
5
8
2
(邸
)
1
1
1
1

2001.9.16 

で
か
け

τ

み
ま
ぜ
ん
か

ふ

れ

あ

い

工

房

リ
サ
イ
ク
ル
家
具
バ
ザ
ー

9
月
初
日
(
日
)
旧
時
1
日
時
、

家
品
選
会
日
時
同
分

(時

間

導
)

所
・
問

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
(部
)
5

日5
0
0
 

※
阜
で
お
越
し
の
方
は
、

N
E
C駐

4
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

社

会

福

祉

協

議

会

第

お

回

即

売

バ

ザ

ー

-ー-
市
の
福
祉
増
進
を
白
的
と
し
た
即

売
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日

9
月
却
日
(
日
)
同
時
ー
は
時
こ

ろ
(
品
物
が
な
く
な
り
次
第
終
了
)

所

市
民
会
館

聞

社
会
福
祉
協
議
会
宮
(制
)1
5

ti' 怠

3 
9 健

康

笠:st
フl'

9
月
初
日
(
木
)
川
時
h
凶
時

所

舟
市
民
セ
ン
タ
ー

(入
場
無
料
)

内

*

保
他
州
ー
さ
ん
に
よ
る
健
康
チ

ェ
ッ
ク
(
血
圧

・
体
脂
肪
・
歯
等
)

*
演
劇
(
劇
団
ト
ゥ
ハ
l
ト
)
*
稿

祉
作
業
所
と
施
設
の
紹
介
*
み
ず
き

作
業
所
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

間

我

孫
子
南
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
宮
(む
)
5
1
1
7
(月
・
水

・
金

の
9
時
1
同
時
に
限
る
)

臼
開
声
合
唱
団
「
シ
ャ
ウ
テ
ィ
ン
グ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
」

第

6
固

定

期

演

奏

会

第1053号

日
， 

北
国
の
歌

指
揮

大
久
保
光
故

伴
奏

び
こ
l
ず

質

8
0
0円
(
全
自
由
席
)

入
場
券
発
売
所

平
賀
啓
庖
、
市
民

会
館
内
売
庖
ひ
ろ
が
り
、
ミ
リ
オ
ン

楽
器
、
車
尽
事
務
器
ほ
か

間

片
合
宮
(幻
)1
3
7
7

手
"つ
く
り
散
歩
市

市
民
と
文
化
・
芸
術
活
動
と
が
交

流
し
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ

う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
公
園
坂

通
り
と
そ
の
周
辺
で
、
手
づ
く
り
の

工
芸

・
美
術
品
(
陶
器
、
彫
刻
、
絵

画
な
ど
)
を
展
示

・
販
売
し
ま
す
。

日

9
月
泣
臼
(
土
)3
M
日(休)、

同
時
I
M時

所

手
引
泊
公
図
、
楚
人
冠
公
園
、

香
取
神
社
、
八
坂
神
社
、
大
阪
屋
、

我
孫
子

p

熊
、
六
角
堂
ほ
か

内

手
づ
く
り
工
芸

・
美
術
品
の
展

示

・
版
光
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
宝

探
し
な
ど

主

我
孫
子

「
手
づ
く
り
散
歩
市
」

実
行
容
以
会

間

太
田
宮
(お
)1
0
9
4

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
廠
く
だ
さ
い

参

加

し

τ

み
ま
ぜ
ん
か

市
民
な
ぎ
な
た
教
室

m
H
1
0
0
0円

持
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
l

(な

ぎ
な
た
は
教
室
で
思
以
)

申

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

屯
話
背
万
、
な
ぎ
な
た
教
室
を
明
記

し、

9
月
話
回
(
必
治
)
ま
で
に
天

王
台
5
の
日
の
4
大
柄
孝
子
宮
(
U
M
)

q
L
司
ム
ハ
U
A
U
τ

市
民
体
力
づ
く
り
大
会

(チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ヱ
ス
タ

白

川
月
8
日
(
体
育
の
日
)

ー
は
時
泊
分
最
終
受
け
付
け

所

市
民
体
育
館
、
市
民
体
育
館
野

球
場
(
参
茄
無
料
)

※
詳
細
は
広
報
凶
月
1
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

問

教
育
委
員
会
体
行
牒
宮
(釘
)
7

5
5
5
 

1
日
マ
イ
カ
ー
点
検
教
室

日
・
所
同
月
叩
日
(
水
)
同
時
1
日

時
、
中
央
公
民
館

(歩
瓜
無
料
)

内

自
動
車
の
仕
組
み
、
故
防
時
の

対
応
な
ど
の
学
科
、
実
習

対

市
内
在
住
で
運
転
免
許
証
を
お

持
ち
の
方
、
先
話
人

(前

回

議

し
た
方
は
ご
逮
応
く
だ
さ
い
)

申

氾
話
で
中
央
公
民
館
宮
(位
)
O

5
1
5
 

心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

月
日
、
屯
話
番
号
、
講
座
名
を
明
記

し
、
山
月

ω日
(消
印
有
効
)
ま
で

に
一T
2
7
ol
-
-
9
2
(住
所
省

略
可
)
市
役
所
制
祉
総
合
相
談
室
陣

容
担
当

・
内
総
4
2
1

ふ
れ
あ
い
陶
芸
講
座

10 
時

同
月
日
日
1
平
成
M
年
2
月
9

日
の
毎
月
第
2
・
4
土
昭
目
、
叩
時

1
日
時
却
分

(全
8
回
)

所

湖
北
地
区
公
民
館

対

初

人

(応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
)

費

7
0
0
0円

(全
8
四
分
、
材

料
貸
合
む
)

申

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
ふ
れ
あ
い
陶

芸
緋
座
」
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

氾
話
帯

MY乞
明
記
し
、

9
月
お
日

(消
印
有
効
)
ま
で
に
並
木
7
の
8

の
同
小
林
述
郎
官
(特
)
0
5
7
4

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
市
民
大
会

(
ダ
ブ
ル
ス
)

日

ゆ
月
7
日
(
臼
)
9時
開
始

〈
雨

天
の
場
合
は
日
月
お
日
(
日
)
に
延
期
〉

所

市
民
体
育
館
庭
球
場

種

一
般
男
子
1
・
2
部
、

一
般
女

子
、
壮
年
男

・
女

(
括
歳
以
上
四
歳

以
下
)、
シ
ニ
ア
男
子

(ω斑
以
上
)

対

市
内
在
住

・
在
勤

・
在
学

(高

校
生
以
上
)

・在
ク
ラ
ブ
の
方

費

1
チ
l
ム
1
0
0
0門

申

ハ
ガ
キ
に
靴
U
、
2
人
の
住
所
・

ふ

"A-1-
氏
名

・
年
齢

・
屯
話
帯
円
7
乞
明
記
し
、

9
月
お
臼

(必
着
)
ま
で
に
根
戸
8

9
4
の
特
椎
名
康
雄
君
(ω
)
3
4
3

日4 
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

動

・
在
学
の
方

(1
人
2
程
目
以
内
、

白
成
以
下
男
子
は
ダ
ブ
ル
ス
、
混
合

ダ
ブ
ル
ス
両
方
へ
の
出
場
は
不
可
)

m
H
1人
1
種
目
5
0
0円
(
中
学

生
は
2
0
0円
)

申

ハ
ガ
キ
に
秘
目
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
氾
話
帯
門
万

(
ダ
ブ
ル
ス
は
2

人
分
)
を
明
記
し
、
同
月
日
日

(必

治
)
ま
で
に
新
木
野
4
の
却
の
幻
川

忍
田
判
明
彦
君
(邸
)
9
2
7
4

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
市
民
大
会

(
一
般
男
女
の
部
)

日
・
所
叩
月
7
日
(
臼
)
8時
却
分
、

市
民
体
育
館

程

一
般
男
子
・
玄
チ

(6
人
制
)

対

空
内
在
住

・
在
勤

・在
学
の
方

段

1
チ
!
ム
3
0
0
0円

申

氾
話
で
9
月
初
日
ま
で
に
小
山

宮
(お
)
9
6
2
0

教

育

講

演

会

「

7
カ
国
語
で
話
そ
う
」

日

9
月
訪
日
(
土
)
同
時
泊
分
1
同

時
却
分
、
川
月
4
日
(
木
)
叩
時
泊
分

ー
ロ
時
却
分

所

市
民
プ
ラ
ザ

(参
加
無
料
)

肉

筆
記
語
の
自
器
科
に
つ
い
て

対

市
内
在
住
の
方
、
各
目
先
着
加

入

(巾
し
込
み
不
要
)

間

一百
話
交
流
研
究
所
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ

ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
我
孫
子

・
山
崎
君

(的

)
5
3
1
6

※
無
料
の
託
児
あ
り

(事
前
に
屯
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
)

古
利
根
ク
リ
ー
ン
作
戦

日

9
月
却
臼
(
日
)
9時
1
凶
時
加

分

(雨
天
中
止
)

集
合
場
所

古
利
根
沼
中
央
我
湖
水

路
広
場

持

長
靴
、
早
手
な
ど

間

占
利
般
の
自
然
を
守
る
会

・
土

子
宮
(幻
)
2
3
4
1

生
き
が
い
探
検
購
座
P
A
R
T
K

(
生
き
が
い
づ
く
り
編
)

し
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
・
所
旧
月
8
日
(
祝
)
同
時

t
同

時
却
分
、
市
民
プ
ラ
ザ

(参
加
無
料
)

対

市
内
在
住
の
中
日
年
の
方
、
凶

人

(応
以
者
名
数
時
は
抽
選
)

主

我
孫
子
他
胤
・
生
き
が
い
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
議
会

申

氾

間
か
フ
ァ
ク
ス
で
架
原
包
囲

(
ω
)
9
6
7
2
 

健
康
体
操
無
料
講
習
会

申 ル 持対 l時 日
30 ・

辺先分 所
節め定f
で 20天 9
き 人 王 月
~ B 27 
JJIi1. ~ヒ日
装 近 2

|捺 2ニ
革ft セ 10

ン I昨
夕夕、
=オ I 1 1 

氾
詣
で
芳
賀
宮
(幻
)4
7
5
1

初
心
者
向
け
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室

回

毎
月
如
2
・
4
火
附
日
日
時
1

同
時
村
山
分

所

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

対

こ
れ
か
ら
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
習
い

た
い
方
、
う
ま
く
吹
け
な
い
の
で
習

い
た
い
方
、
各
回
先
若
5
人

(各
人

の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
親
切
に
指

導
し
ま
す
)

費

l
回
3
0
0円

申

氾
話
で
日
凹
宮
(
問
)0
4
3
1

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
見
学
会

日
・
所

9
月
却
口
(上
)
7時
初
分
、

我
孫
子
駅
北
口
集
合

見

学

先

車
京
屯
力
棉
品
第
二
原
子

力
発
屯
所
、

J
lヴ
ィ
レ
ツ
ジ

(
い

ず
れ
も
福
島
県
双
葉
郡
)

対

刊

人

(応
募
者
名
致
時
は
抽
選
)

R

1
3
0
0円

(昼
食
代
)

申

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス

(1
枚
に

2
人
ま
で
)
に
位
所
、
氏
名
、
年
齢
、

氾
話
番
号
を
明
記
し
、

9
H
引
口

(必
消
)
ま
で
に
一
T
2
7
7
1
8
5

6
0柏
市
新
柏
i
の
日
の

2
」
米
京
屯

h
H
(
株
)
相
営
業
所

「栢
山
知
二
原
子

力
発
泡
所
見
学
会
」
係
官
(例
)2
2

3
2回
(
位

)i
3
0
0

日程 会場 内 t田市ヨr

10 千葉県教育会館 午宵可
老化学からの不老を知るi

~長寿の特効食と (;t.~
月 (千葉市中央区)

午tt: 11 中央4・13・10 IT革命の現況

日 申込先 :1'260・0801千葉市中央区仁P名1IIJ666・2
木 千葉県生涯大学校京葉学園合043・266・4705

応募期限:9月27日(必着) 定員:先着200人

10 千葉県文化会館 午宵可 健康な骨と運動の関係

月 (千葉市中央区)
午f重2宇宙とその歴史

30 市場町11・2
日 申込先:1'260・0801千葉市中央区仁p名町666・2

火 千葉県生涯大学校京葉学園ft043-266・4705
応募期限:10月16日(必着) 定員:先着200人

11 松戸市民劇場 午宵可 高齢者の社会参加

月 (松戸市本町11・6)
午f重E IT革命の現況

6 
日 申込先:1'271・0094松p市上矢切299・1千葉県生涯

火 大学校東葛飾学園浅間台校舎含047・368-1796
応募期限:10月23日(必着) 定員:先着150人

※時間は各自とも午前10時から午後 3時

V 千葉県生涯大学校公開講座日程

生涯文学校

相
神
障
在
者
と
そ
の
家
族
を
支
、え

る
た
め
の
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
盤
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

目

印

月
凶
日

・
お
日

-m日、
U

月
6
日
・
初
日
い
ず
れ
も
火
昭
目
、

日
時
泊
分
t
同
時

(実
習
は
日
月
中

旬
に
別
途
実
施
)

所

市
民
会
館
(
参
加
無
料
)

日
・
所
叩
月
引
日
(
日
)
8時
叩
分
、

内

精
神
保
健
福
祉
の
概
要
、
相
利
市
民
体
育
館

疾
忠
の
理
解
に
向
け
て
、
相
判
疾
忠

種

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
男

・
女
・

日

山
月
5
日
t
初
日
の
毎
週
金
剛
と
生
活
陣
容
に
つ

い
て
、
小
規
娘
作
混
合
ダ
ブ
ル
ス
1
・
2
部

問
月
7
H
(日
)日
時
間
演

目

、
山
時
ー
は
時

(全
4
回
)

業

所

で

の

実

期

間

ほ

か

※

男

子

ダ

ブ

ル

ス

2m・
:
初
心
者
・

所

市
民
会
館

所

市
民
体
行
部
武
道
場

対

全
日
程
に
参
加
で
き
る
万
、
先
刊
成
以
上
、

女
子
ダ
ブ
ル
ス

2
部
・
:

曲
目

月
光
と
ピ
エ
ロ
、
い
つ
も
背

対

凶
歳
以
上
の
方
、
山
人

(

応

募

必
犯

人

初

心

者

・家
庭
婦
人

「こ
れ
か
ら
何
を
し
よ
う
向
分

歩
!
シ
ャ
ウ
テ
ィ
ン
グ

・
ポ
ッ
プ
ス
、

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

申

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

対

中
学
生
以
上
で
市
内
在
住

・在
再
発
門
と
を
テ
l
マ
に
話
し
合
い
を

日
・
:
日
時
、
所
・
:
場
所
、
内
・
:
内
容
、
種
・
:
種
目
、
出
:
・
出
席
者
・
出
演
者
な
ど
、
対
:
・
対
象
・
定
員
、
持
・
:
持
参
、
費
:
・
費
用
、
申
:
・
申
し
込
み
、
問
:
・
問
い
合
わ
せ
、
主
・
:
主
催

・
共
催

男女共同参画の推進のために

研修書籍 I~講師を無料漏遣
EE霊園i
協職能部)I 
E 匝ヨl 公開講座

日時・内容右表参照

対象 県内在住の60歳以上の方

費用 無料

申し込み・問い合わせ 往復ハガ

キの往信用に希望する講座の開催

日および場所、住所氏名‘年齢、

電話番号、過去に生涯大学校への

入学申し込みの有無を、返信用の

あて先に本人の住所、氏名を明記

し‘右表の名申込先ヘ

県では、男女共同参画を推進するため、男女共同参画や女性問

題をテーマにした研修会などに、講師を無料で瓶遣します。

対象 ①企業や団体が主催する研修会などで‘男女共同参画や女

性問題がテーマであること ①行政などから補助や委託を受けて

いないこと ①営利 宗教・政治活動にあたらないこと

※講師は1人で‘ 2時間以内とし、各企業などへの派遣は年1回

※講師は団体などの希望を考慮して県が決定

申し込み・問い合わぜ 来年3月までに派遣を希望する場合は‘

申請書(市役所男女共同参画担当に用意)に必要事項を明記し、

原則として開催日の3力月前までに‘郵送かファクスで〒2日〉邸前

(償措略切県庁男女網参麗粗削 223)忽閣 制 Z空間4ヘ
※県ホームページ(h即://州刷。ref.chiba.jp/)からも申し込み可

市では、年間7C氾O人を対象に l

T講習会を開催していますが、受

講を希望する方が多いため、受講

定員を増やす予定です。

このため、第3期IT講習会

( 11・12月)の日程と受講者の募

集は、広報10月1日号でお知らせ

します。ご了承ください。

問い合わせ 企画調整担当内線

212 



第1053号

H

ほ
し
ゅ
う

あ
ら
き
園
臨
時
生
活
指
導
員

勤
務
時
間

8
時
却
分
1
げ
時
日
分

対

何

歳
ま
で
の
他
版
な
方
、
若
干

名賃
金

時
給
9
1
0
円
(
通
勤
手
当

別
途
)

申

履
歴
書
(
写
真
貼
付
)
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
あ
ら
き
園
宮
(
部
)

4
1
8
8
へ
直
接
持
参

郵
便
局
年
末
年
始
ア
ル
バ
イ
ト

.. -
期
聞

は
月
初
自
民
1
来
年
1
月
ゆ

日
頃

(1
日
3
時
間
1
6時
間
桂
皮
)

対

高
校
生
以
上

内

内
務
・:郵
便
物
の
区
分
け
、
外

務
・・・
自
転
車
で
の
配
達

賃
金

内
務
・
:
時
給
7
2
0円
、
外

務・
:
時
給
8
0
0円
か
ら
(
通
勤
費

別
途
)

申

屯
話
で
叩
月
1
日
ま
で
に
我
孫

子
郵
便
局
総
務
課
宮
(位
)1
4
3
1

(
平
日
9
時
1
げ
時
)

産

業

ま

つ

り

企
業
出
展
者
・

青
空
市
出
居
者

tif 怠

日

ω月
引
日
(
臼
)
〈
雨
天
の
場
合

は
お
日
(
日
)
に
延
期
〉

所

湖
北
台
中
央
公
園

2001.9.16 

雪F3議
ラ定曹

璃り守
精 t孟カ

ち旦
ゃ

ん

(3) 

1
区
画
(
間
口
約
2
m
)
・:
4

0
0
0円
、
氾
気
コ
ン
セ
ン
ト

(
1

個
)
:・
2
0
0
0円

募
集
区
画

先
約
約
1
0
0区
画

申

9
月
幻
日
ま
で
に
屯
括
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
鈴
木
宮
(路
)2
8
0
6

固
(鎚

)2
8
4
2

費
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
川
あ
び
こ
祭

出

庖

者

日

・

所

叩

月
幻
日
(土
)
・
羽
田

(臼
)川
時
1
凶
時
、
中
央
学
院
大
学

(
雨
天
の
場
合
は
屋
内
で
開
払
.
)

質

1
区
画
(
間
口
2
m
)
:
・1
日

7
0
0円
(
両
日
出
庖
1
2
0
0円
)

募
集
区
画

先
着

ω区
画

申

フ
ァ
ク
ス
で
出
庖
目
、
区
画
数
、

住
所
、
氏
名
、
屯
賠
帯
号
、
自
動
車

の
ナ
ン
バ
ー
、
出
脂
内
容
を
明
記
し
、

沼
滞
包
囲
(路
)6
4
4
3

計
引
I
バ
ザ
I
ル
あ
び
こ
2
0
0
1

出

庖

者

山
月
7
日
(日
)
叩
時
I
日
時
(
雨

天
の
場
合
は
8
日
に
延
期
)

所

我
孫
子
駅
北
口
周
辺

費

1
区
画
(
間
口
3
m
、
奥
行
き
2

m
)
:
・
3
0
0
0円

募
集
区
画

先
近
印
区
画

※
飲
食
品
は
、
飲
食
許
可
業
者
の
み

申

9
月
お
臼
ま
で
に
包
括
ま
た
は
直

接
、
フ
リ
!
パ
ザ
l
ル
実
行
委
員
会

(我
孫
チ
市
商
工
会
内
)
宮
(但
)
3
1

日3 
1 

本
町

1 平日手
守幸2

ちカ
m や

ζZ ん

向島;

が
ん
友
の
会
会
員

が
ん
の
後
遺
症
や
再
発
で
お
悩
み

の
方
、
助
け
合
っ
て
が
ん
を
克
服
し

た
り
、
が
ん
と
の
共
生
を
考
え
た
り

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

古
知
宮
(部
)5
5
5
0

申

お
し
ら
ぜ

市

議

会

定

例

会

平
成
日
年
第
3
回
市
議
会
定
例
会

は
9
月

ω日
に
開
会
さ
れ
、
一
般
質

問
は

9
月
げ
日
(
月
)
か
ら
ゆ
日
(
水
)

に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

本
会
秘
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に

傍
聴
で
き
ま
す
。

間

脱
会
事
務
局

・
内
線
2
6
0

定
例
教
育
委
員
会

日

9
月
お
日
(火
)9
時
珂
分

水
道
局
4
階
会
議
室

教
育
委
貝
会
総
務
謀
宮
(お
)1

問所1
5
1
 

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

山
月
1
日
現
在
で
、
全
国

一
斉
に

平
成
日
年
部
業
所

・
企
業
統
計
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
澗
査
は
、
山
林
漁
業
を
除
く

す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
に
行
わ
れ
、

調
査
結
果
は
国
や
県

・
市
な
ど
の
地

域
開
発
計
画
や
都
市
計
画
な
ど
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

9
月
下
旬
に
調
査
員
が
各
事
業
所

忘れずに納めましょう

項 目 11納口座期E替限日)
介護保険料第4期 10/1(月)

国民年金(払込期限) 28(金)

国民健康保険税第4期 10/1 (月)

水道料金 25(火)

下水道受益者負担金第2期10/1(月)

を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

間

総
務
楳

・
内
総
2
2
9

市

役

所

の

名

を

語

る

下
水
道
点
検
・
清
掃
業
者
に
ご
注
意

位
近
、
市
役
所
の
名
を
限
り
、
宅

地
内
の
下
水
道
汚
水
甘
や
附
の
点
検
・

消
掃
を
行
お
う
と
す
る
業
者
に
つ
い

て
の
的
報
が
容
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
染
者
の
あ
っ
せ
ん
や
業

務
依
頼
な
ど
は
一
切
行
っ

て
い
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

間

下
水
道
課

・
内
線
5
3
5

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
の
疑
問
に
、
専
門
の
医
師
が
お

答
え
し
ま
す
。

日
・
所

9
月
幻
日
(
木
)
日
時
加
分

t
日
時
泊
分
、
花
定
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
室
(市
役
所
西
別
館
3
階
)

無
料

屯
話
で
介
護
支
援
諜
宮
(部
)
1

申賢4
1
1
 

痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

介
讃
方
法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
、
情
報
交
換
し
ま
せ
ん
か
。

日
・
所

9
月
幻
日
(
木
)
日
時
叩
分

1
日
時
却
分
、
保
健
セ
ン
タ
ー

対

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族

費問

1
0
0円
(
お
茶
茶
子
代
)

介
護
支
援
謀
宮
(筋
)1
4
1
1

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

電
気
料
金
や
電
話
料
金
な
ど
と
同

じ
よ
う
に
、
市
の
税
金
も
あ
な
た
の

指
定
さ
れ
た
預
金
口
座
か
ら
納
期

弓班ID~鍛きもも
テレホンガイド
声の便利帳

(
股
終
日
)
ご
と
に
自
動
的
に
振
替

納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
依
頼
件
(
市
役
所
収
税

制
附
、
市
内
各
金
融
機
関
、
郵
便
局
に

田
法
)
に
必
袈
事
項
を
記
入
し
、
直

接
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
の
窓
口

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
市
外
の
支
出
伯
等
を
利
用
す
る
場
合

は
、
収
税
制
叫
ま
で
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。

間

収
税
課

・
内
線
3
4
1

湖
沼
水
質
保
全
計
画
に
ご
意
見
を

県
で
は
、
現
在
策
定
中
の
「
第
4

期
手
釘
沼

・
印
蹄
沼
湖
沼
水
質
保
全

計
画
」
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く

た
め
、
流
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

浄
化
の
取
り
組
み
ゃ
計
画
の
進
め
方

な
ど
の
な
凡
を
拡
鈍
し
て
い
ま
す
。

提
出
期
限

9
月
初
日
(
日
)

提
出
方
法

千
都
県
ホ
l
ム
ペ
l
ジ

(
Z

Z
司
一
と
を
毛
三

官『白「・

n
Z
F自
・」
芝
)

の
「
笠
疋
中
の
計
画
な
ど
に
対
す
る

ご
意
見
」
か
ら
選
択
し
、
「
意
見
の

送
信
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
入
力

間

県
庁
水
質
保
全
課
宮
0
4
3

(2
2
3
)
3
8
1
8
 

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
願
い

松
戸
社
会
保
険
引
務
所
に
問
い
合

わ
せ
な
ど
を
す
る
万
の
、
間
迎
い
包

括
が
柑
え
て
い
ま
す
。

氾
話
昔
話
次
の
と
お
り
で
す
。

お
問
迎
え
の
な
い
よ
う
に
お
か
け
く

だ
さ
い
。

*
健
康
保
険

・
厚
生
年
金
:・
2
0
4

7
(
3
4
5
)
5
5
1
5
 

*
国
民
受
平
:
E
0
4
7
(3
4
5
)

民
d
F
b
n
J
h
ph
d

戦
傷
病
者
の
妻
の
皆
さ
ん
へ

次
の
峨
傷
病
者
等
の
誕
の
・万
に
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
平
成
5
年
4
月
2
円
以
降
に
戦
傷

病
者
等
と
婚
姻
さ
れ
た
長
ま
た
は
同

日
以
降
じ
後
主
症
に
よ
り
第
5
抹
症

以
上
の
戦
傷
病
者
等
と
な
ら
れ
た
方

の
喪
で
、
同
日
年
4
月
1
日
に
戦
傷

病
者
等
で
あ
る
夫
が
第
5
款
症
以
上

の
増
加
思
給
等
を
受
け
て
い
た
方
:

制
面
目
万
円

(
軽
症
者
半
制
)
、
5

年
伯
巡
の
国
債

。
平
成
8
年
5
月
に
沿
終
伯
巡
を
迎

え
た
戦
傷
病
者
等
の
喪
に
対
す
る
特

別
給
付
金
の
受
給
怖
を
取
何
し
た
喪

で
あ
っ
て
、
戦
傷
病
者
等
で
あ
る
夫

が
同
5
年
4
月
1
日
か
ら
同
8
年
9

月
初
日
ま
で
の
問
に
公
務
傷
病
以
外

の
原
因
に
よ
り
死
亡

(
平
病
死
)
さ

れ
た
方
・:
額
面
5
万
円
、
5
年
償
還

の
国
償

請
求
期
間

平
成
日
年
同
月
1
日
か

ら
同
同
年
9
月
初
日

間

生
活
支
援
諜

・
内
線
3
7
7

ボ
ー
ト
免
許
更
新
講
習
会

白

川
月
7
日
(
日
)
ロ
時
泊
分
1
日

時
泊
分
(
失
効
は
同
時
叩
分
ま
で
)

所

さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

対

免
許
の
有
効
期
限
が
日
年
凶
月

ロ
日
か
ら
は
年
叩
月
7
日
ま
で
の
方

費

更
新
:・
1
万
1
0
0
0円
、
失

効
・:
1万
6
0
0
0円
(
訂
正
・
紛

失
は
別
途
l
万
円
)

申

印
鑑
、
写
点
2
枚

(
3
m
×
3

m
)、
免
併
況
の
コ
ピ
l
(余
白
に

郵
使
帯
号
、
住
所
、
寝
州
番
号
を
記

入
)
を
持
参
し
、
9
月
お
目
ま
で
に

旺
峰
、
我
孫
子
新
田
辺
の
7
の
引
小

池
男
君
(位
)1
0
1
5
(持
参
で
き

な
い
方
は
写
真
と
免
許
証
の
コ
ピ
ー

を
郵
送
)

読
書
講
演
会
記
事
の
訂
正

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
市
民
図
書

館
読
性
講
演
会
の
記
事
で
、
問
い
合

わ
せ
先
の
布
佐
分
館
の
む
話
番
号
が

山
巡
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
い
電
話

番
号
は
、

宮
(的
)
l
3
1
1
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市営住宅
入居者を募集

募
集
内
容
左
表
参
照

入
居
資
格

①
市
内
に
在
住

・在
勤

の
方

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

④

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
税

族
が
あ
る
方

(与
身
将
は
叩
成
以
上

等
の
条
件
に
よ
り
入
居
可
。
昨
し
く

は
問
い
合
わ
せ
を
)

入
居
所
得
基
準
(
平
均
月
額
)

※家賃It、所得により4段階になっています。

※高齢者・障害者世帯は、基準額により家賃が変わることがあります。

※単身者は、北原(2D K)に申し込みできます。

。
一

般
世
帯
:・羽
万
円
以
下

O
高

齢
者
、
障
害
者
の
い
る
世
和
・:お
万

8
0
0
0円
以
下

申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

9
川
げ

日
(
月
)
か
ら
叩
月
9
日
(
火
)

提
出
書
類

①
市
営
住
宅
入
肘
巾
込

行
②
初
日
住
宅
入
居
制
官

③
入

居
者
全

μ
の
住
民
河
川
(
外
国
人
は
外

同
人
投
録
証
明
作
)

@

入
居
将

全

μの
所
持
を
証
明
す
る
控
類
(
学

生
は
学
生
証
の
写
し
)

※
申
込
者
の
状
況
に
よ
り
、
こ
の
ほ

か
に
各
種
証
明
性
等
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

入
居
可
能
日
ロ
月
1
日
(
土
)

※
部
選
者
は

1
年
間
ま
た
は
次
回
引川和

銀
ま
で
、
補
欠
者
と
し
て
登
録
さ
れ

ま
す
(今
回
巾
し
込
ん
だ
住
宅
の
み
)

問
い
合
わ
せ

施
設
住
設
課

・
内
線

5
7
0
 

名称 募集戸数プ 月額家賃 所在地 建年築度タイ

東我
1戸

24，500円東我孫子

孫
3DK 1・9・18

昭和 JR東我孫子駅

子 (6畳・ 6畳・
40，600円2-203号

60年から徒歩1分
A 4.5畳・DK)

東 lp 
24，300円東我孫子

我 3DK 昭和 JR東我孫子駅
孫

( 6畳・ 6畳・
1-31・3

59年から徒歩5分子 40，300円3-302号B 6畳・ DK)

2p 
21，600円新木野

~t 2DK 2-3・9平成 JR新木駅から

原 ( 6畳・ 6畳・ 204号 8年
DK) 35，800円

301号

v募集内容市町村振興宝くじ

方ータムジャンボ新発売
市町村の振興を目的に、オータムジ

ャンポ宝くじが、 9月27日(木)から10

月12日(金)まで、全国の宝くじ売場で

新たに発売されます。

宝くじは1枚300円で、当せん金は

1等1億5000万円、 1等前後賞各25

00万円‘ 2等1000万円、3等100万

円などとなっています。

宝くじの収益金は、市町村の明るく

住みよいまちづくりのために使われま

す。

聞い含わせ 財政担当内線220
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川
月
は
、

手
賀
沼
伸
化
月
間
で
す
。

こ
の
機
会
に
手
賀
沼
を
船
で
見
学
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

a司・-
子市環窃レンジャー

tit 怠

クリーンアッフ作戦

第1053号

我
孫
子
市
に
お
住
ま
い
の
方
、
お

勤
め
の
方
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

船
か
ら
手
川
μ
沼
の
現
状
と
、
湖
上

か
ら
の
景
色
を
ご
覧
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日

程

叩
月
同
日
(
日
)

※
雨
天
実
施
、
荒
天
中
止

集
合
場
所

手
賀
沼
公
園
ポ
l
ト
乗

り
場

乗
船
時
刻

午
前

・
午
後
の
希
望
を

取
り
、
応
募
状
況
に
よ
り
決
定
し
、

お
知
ら
せ
し
ま
す

環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
い
っ
し
ょ

に
、
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
程

9
月
却
日
(
日
)①
市
役
所

9
時、

②
天
王
台
駅
北
口
9
時
日

分
、
③
現
地
9
時
泊
分
集
合
、

日

時
現
地
解
散
予
定
。
荒
天
中
止
。

※
の
②
か
ら
現
地
ま
で
送
迎
パ
ス

・
が
あ
り
ま
す

場
所

我
孫
子
第
二
小
学
校
東
側

の
ザ
リ
ガ
ニ
の
い
る
池
周
辺

対
象

市
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
(
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
)

持
参
軍
手
、
長
靴
ま
た
は
運
動

靴
、
飲
み
物

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話

で
手
官
沼
課

・
内
線
4
6
2
へ

乗
船
時
間
却
分
程
度
を
予
定

参
加
資
格

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員

応
器
い
た
だ
い
た
方
全
貝
が

乗
船
で
き
ま
す

参
加
賀
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
ハ

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
屯
話
番
号
、
午
前

・
午
後
の

希
望
、
返
信
面
に
あ
て
先
を
明
記
し
、

9
月
認
日

(必
着
)
ま
で
に
〒
2
7

o
l
-
-
9
2
(住
所
省
略
可
)
市

役
所
手
賀
沼
部
・
内
線
5
6
8
へ

※
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
む
場

合
は
、
全
貝
の
氏
名

・
年
齢
、
代
表

者
の
住
所

・
屯
話
番
号
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

補助金公開
ヒヤリン」ヴ

市
で
は
、
補
助
金
を
適
正

・
効
果

的
に
配
分
す
る
た
め
、
公
募
に
よ
る

交
付
決
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

決
定
に
は
、
市
民
と
学
識
経
験
者

で
構
成
す
る
「
補
助
金
等
検
討
委
貝

会
」
の
提
言
を
参
考
に
し
て
い
ま
す

が
、
「
交
付
す
べ
き
で
な
い
」
と
判

v補助金等検討委員会の提言

評価区分 評価内容 件数

評価点数 総合点が高く問題
3件

41点以上 なく交付すべきもの

評価点数 原則交付すべきで
3件

40点以下 ないもの

定
さ
れ
た
補
助
金
の
公
募
団
体
に
対

し
て
、
改
め
て
直
接
自
己
P
R
や
活

動
内
容
を
お
聞
き
す
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

を
公
開
で
実
施
し
ま
す
。

日
時

9
月
幻
自
(
木
)
午
前
川
時

場
所

市
役
所
分
館
小
会
議
室

問
い
合
わ
せ

財
政
担
当

・
内
線
2

2 
3 

成
田
線
の
増
発
や
子
育
て
支
援
を
要
望

9
月
2
日
に

堂
本
暁
子
県
知
一
掛
か
川
町
内
初
市
町

村
を
訪
問
し
、
県
民
と
直
接
ふ
れ
あ

い
対
話
す
る
「
千
葉
な
の
花
県
民
会

議
」
が
9
月
2
日
、
ア
ピ
イ
ホ
l
ル

で
聞
か
れ
、
1
8
1
人
の
市
民
と
稲

川
川
浩
彦
市
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

岡
県
民
会
織
の
開
催
は
、
今
回
で

ほ山
回
目
。
は
じ
め
に
、
堂
本
知
事
が

あ

「千
葉
な
の
花
県
民
会
議
」

県
民
会
議
の
意
義
や
環
境
問
題
、
教

育

・
稿
祉
の
充
実
や
交
通
安
全
対
策

な
ど
、
県
の
施
策
を
説
明
し
ま
し
た
。

統
い
て
一
制
的
市
長
が
「
自
分
た
ち

の
自
治
は
自
分
た
ち
で
行
う
。
そ
れ

が
地
方
分
権
だ
と
思
い
ま
す
。
市
の

施
策
に
県
の
力
を
お
借
り
し
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
ひ
と
り
、
我
孫
子
百
年

お
町
え
ま
さ
し

会
議
所
理
事
長
の
尾
上
匡
史
さ
ん
は
、.A

 

び

_， 
ιー

あ

れ

が
開
催

「
成
回
線
が
不
便
な
た
め
、
子
ど
も

は
両
親
を
残
し
て
交
通
の
便
利
な
地

域
に
移
り
住
ん
で
い
る
」
と
成
回
線

の
実
状
や
、
栄
栴
の
渋
滞
と
そ
の
影

料
で
住
宅
地
に
車
が
伝
入
し
て
危
険

な
こ
と
な
ど
を
桁
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
の
遊
び
場

・
親
子

の
交
流
の
場
づ
く
り
計
画
策
定
検
討

会
委
良
の
噌
印
脱
子
さ
ん
は
、
乳
幼

児
医
療
の
充
実
、

学
屯
保
有
の
拡
充
、

少
人
数
学
級
の
実
現
な
ど
を
要
望
し

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
や
障
害
者
の
た
め
の
I
T講
習
会

な
ど
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

堂
本
知
事
は
、
福
的
市
長
と
も
相

談
し
な
が
ら
諸
問
題
を
検
局
す
る
姿

勢
を
示
し
ま
し
た
。

-ラ

ιー

れ

俳句

旦 選

ほ
う
し
ぜ
み

村
木
を
ひ
と
日
は
な
れ
ず
法
附
則
平
塚
利
雄

心
経
を
手
に
ひ
ぐ
ら
し
の
こ
ゑ
を
削
き

下
回

繁
樹

美
術
館
出
て
炎
昼
の
人
と
な
る

背
山

陽
子

ルリ・
Elu

子
に
甘
き
父
と
言
は

れ

て

梨

を

む

く

今

井

岩

夫

心
こ
め

位

牌

を

吋

ひ

金

支

度

下

回

文

子

病

窓

に

顔

容

ま

り

し

泣

花

火

木
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と
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の
軍
み
日

で
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老

塚
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か
ら
す
ワ
り

か
川
町

:烏
瓜
の
咲
け
る
瞬
間
見
き
は
め
む
と
…
枯
れ
行
く
庭
に
時
か

J
所

け

見

つ

む

奥

理

史

江

畑
山
畑

こ
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だ
咲
お
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知
ら
ざ
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舟
に
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め
ぐ
る
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口
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悦

の
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辺

に

新

藤

道

子
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ね

と

み
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即

時

北

国
の
短
き
互
に
ま
つ
り
来
て
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人
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ふ
路
に
ね
ぶ
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辿

海

一切

な
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中

野

武

日
刊

少
ぐ
ら
し

い
や

飢
先

i

蝋
の
戸
き
く
夕
べ

一
日
の
猛
暑
の
疲
れ
癒
さ
れ
て
ゆ
く

伽

勝

村

上

近

代

湖
水
の
満
ち
て
来
る
ら
し
嚇
品
神
社
の
廊
も
湖
の
呑
ぞ
す

る

汗

木

正

子

ね

は

ん

け

が

詑
供
謹
む
か
へ
火
燈
明
道
し
る
べ
浬
換
の
客
が
今
日
来
る

と

い

ふ

岩

戸

亨

つ
念
.

浪
曲
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
聞
き
な
が
ら
木
陰
で
夫
と
枝

豆
も

ぎ

る

新

畑

孝

女

'1瓢
山本 寛 太 選

ご
ろ

八
月
頃
、
あ
ち
こ
ち
の
畑
や
道
端

で
花
を
つ
け
た
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
を
見
か

け
ま
し
た
。
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
は
日
本
会

土
に
分
布
す
る
多
肉
質
の

一
年
市
で
、

茎
は
器
部
で
枝
分
か
れ
し
、
地
面
を

は
い
、
先
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。

ヒ
ユ
の
仲
間
は
ほ
と
ん
ど
が
茎
葉

に
毛
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、
ス
ベ
リ申

ヒ
ユ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
諜
に
は
油

ス合~~ュ
(すべりひゆ科)
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48，222世帯

申
し
込
み

氾
接
各
連
絡
先
へ

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

/‘ 世帯数

て
ん占

…
が
あ
り
、
日
光
で
透
か
し
て
み
る

と
白
い
点
と
な
っ
て
見
え
ま
す
。

花
弁
は
五
枚
で
、

円
が
当
た
る
と

聞
き
、
時
く
な
る
と
閉
じ
ま
す
。

呆
実
は
長
さ
が
お
よ
そ
五
ミ
リ
で、

熱
す
る
と
上
部
が
川
町
子
を
脱
ぐ
よ
う

に
は
ず
れ
、
多
く
の
黒
い
鶴
子
を
ま

き
散
ら
し
ま
す
。
若
い
草
や
諜
は
ゆ

で
て
食
べ
た
り
、
乾
燥
し
て
貯
蔵
し
、

非
常
食
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が

食
べ
過
ぎ
る
と
下
痢
が
起
こ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
茎
や
莱
は
肘
じ
て
服
用

す
る
と
利
尿
剤
や
解
滋
剤
と
な
り

出
刺
さ
れ
に
は
生
汁
が
効
く
と
い
い

ま
す
。
「
滑
り
ヒ
ユ
」
の
名
は
、
ゆ

で
て
食
べ
る
と
粘
械
が
多
く
て
滑
る

か
ら
と
か
、
諜
が
滑
ら
か
だ
か
ら
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

(文

・
写
真
佐
久
間
俊
行
)

φ人口 795人外国人129，405人人口と世帯数 (9月1日現在)


